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新型コロナウイルスにより、少子化がより一層進むという予測がされています。

身近なところでも、親の就労環境や収入、通っている園や学校の行事等も、様々な影響を受けているかと思います。

そこで今回の会議では、コロナ禍によって子育て世帯がさまざまな影響を受けた結果、発生している課題や問題、

また、今後発生することが予測される問題などを、意見交換が出来ればと思います。

【問題のイメージ例】

●会社業務のテレワーク化により、今まで育児に関わりが薄かった親が、自宅で子どもの面倒をみることが出来るようになった。

   しかし自宅で仕事と育児を両立するため切り替えがうまくできず、ストレスがたまって子どもに暴力を振るうようになってしまった。

●コロナ禍によって様々な施設の入場人数が制限され、子どもを連れて遊びに行きにくくなってしまった。

   今までは行くついでに、人に子育てについての相談ができていたのに、誰に相談していいかわからなくなり、不安や悩みを

   抱え込んでしまう。子どもへの接し方も今のままでいいのかわからず、自信が無くなってきた。

●ひとり親家庭で、勤めている会社がコロナ禍により収入が大幅に減少し、経済的な余裕がない。生活に精いっぱいで、

   このままだと子どもの高校や大学の進学などが非常に厳しい。

●子どもたちものびのびと自由に遊べる場所や機会がなくなり、ストレスを溜めているようだ。ゲームやテレビの時間が延びがちになり、

   視力の低下や運動不足という心配もある。

議題（３）今後の子ども・子育て家庭を取り巻く問題について意見交換

新型コロナウイルスによる影響


